
簿認をシステム用語で躍解する
システム部門は経営感覚を磨け

情報システム部門は,経 営に参画するために,も つと複式簿記の知識を

身に付けるべきだ。しかし複式簿記は専門用語が多く,仕 組みも複雑で

理解しにくいのも事実。そこで,数 学のグラフ理論をヒントに,複 式簿

記を 「アロー (矢緑)」で可視化することによって処理する方法を考え

出した。情報処理の知識があれ1乱 複式簿記を容易に理解できる。

同山奇
一

浩 /愛知工業大学講師,公 認会計士

情幸長システム部は本来, トップの

意思決定を支援するために総合的な

経営
″
情報を提供すべき部門である。

だが現実には,経 理部門が決算書を

通じてトップに情報を提供すること

が多く,情 報システム部門は,経 理

部門に情報を提供する下請けに甘ん

じている。

経理部門は情幸Rシステム部門がコ

ンピュータ処理で用意したデータを,

複式簿記の用語に翻訳して決算書を

作成し,電 卓で計算して各種の経営

指標を導き出している。パソコンを

使う場合でも,せ いぜい表計算ソフ

ト程度だ。情報システム部門が複式

簿記の知識を持っていれば, もっと

経営に参画できるはずだし,経 理部

1947年広島生まれ。71年東北大学経済

学部卒業。監査法人 トーマツに入社。75

年公認会計士。76年独立。以後,オ ー

ストラリア,日 本,米 国などで監査と指
1導 を行う。89年愛知工業大学講師に就

任。豪シドエー市に在住。

門も不要になるかもしれない。

複式簿記では,取引を常に借方(か

りかた)と貸方 (かしかた)の 2つ

の目でとらえる。例えば,商 品の現

金仕入れならば,単 に現金が減った

ことだけでなく,同 一価値の商品が

増えたことも同時記入する。単式簿

記という方法もあるが,ほ とんど使

われておらず,簿 記といえば複式簿

記のことである。

複式簿記には特異な用語が多い。

例えば,仕 訳 (しわけ),総 勘定元

帳 (そうかんじょうもとちょう),

試算表,貸 借対照表 (たいしゃくた

いしょうひょう),損 益計算書など

だ。これが情報システム部門に対し,

敷居を高くしている。企業の経理シ

ステムは通常,154ペ ージの図 1に

示すような仕組みになっており,多

くの企業はパッケージ ・ソフトを導

入している。パッケージを使う場合

でも,簿 記の知識はある程度身に付

けるべきだ。

複式簿記についての最初の記述は,

15t野已にイタリアのルカ ・パチオ

リが著した 「算術 ・幾何 ・比および

比例総覧」に見られる。その中で複

式簿記は,数 学的に興味ある技術と

して紹介されている。複式簿記の基

本は数学であり,決 して難解なもの

ではない。

本稿は,数 学および情報処理工学

に沿った著者独自の説明方法によっ

て,情 報システム部門の人に複式簿

記を理解してもらおう, という狙い

で執筆した。情報処理工学のソート,

サマリー ・ソート,抽 出などの矢田識

だけで,そ こそこの経理は間に合う。

パソコンの世界で,DOS/Vが 日本

語の壁を打ち破ったように,本 稿が

複式簿記の壁を取り除ければ幸いで

ある。

複式簿記はネットワーク型データ

情報システム部門にとって複式簿

記がわかりにくしらのは,対 象になる

データ構造の説明が通常の会計書に

はないことも一因であろう。
一般に,デ ータ構造は大きく分け

て,テ ーブル型,ツ リー型,ネ ット

ワーク型の 3種類がある (154ペー

ジの図 2)。

テーブル型は2次 元の表であり,

リレーショナル ・データベース管理

システムや表計算ソフトで扱われる。

ツリー型は各データ間に上下関係
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図2●代表的なデータ構造としては,テ ーブル,ツ リー,ネ ットワークの3つがある。複式

簿記はネットワーク型のデータ構造だ
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(3)ネットワーク構造

があるもので,例 えば会社の組織図

がこれに当たる。Windowsの ディ

レクトリ管理などもこれに相当する。

ネットワーク型は,階 層型と同様

に,2つ のデータ間の関係を表す。

階層型と異なるのは,あ るデータと

関連するデータが複数存在する点だ。

3つ のデータ型の中では最も複雑で

ある。航空路線図などがこれに相当

図1●コンピュータによる会計処理の例

トランザクション入力画面

取引番号  |     |

取引金額  |     |

借方科目 |     |

貸方科目 |     |

する。例 として図 2(3)の ように,

航空機による運搬人数を記録する場

合を考える。出発地から到着地に矢

線を弓|き, そこに数を言己述すること

によってデータの流れは理解できる。

簿記が難しいのは,ネ ットワーク

型データを扱うことも一因である。

しかし,数 学的なアプローチをとれ

ば容易に理解できる。

状態遷移図で企業活動を記述

企業活動の基本は収益を求め,費

用を最小限にすることである。多数

の出資者から資本を集め,企 業体が

事業を遂行して利益を出すためには,

活動のてんまつを言己録しておくこと

が不可欠である。複式簿記はそのた

めの手段であり,「出資者 と企業体

の状態遷移の記録方法」と言える。

数学のグラフ理論では状態の変化

を表すのに状態遷移図を利用する。

状態遷移図は,出 来事を状態と状態

の変化とみなす。最終状態のことを

「解Jと 言い,二 重丸で示す。

状態遷移図の考え方に沿って,企

業活動を整理してみよう。企業体は

出資者から得た現金をさまざまな財

産にして最終的には消費し,利 益を

得る。企業活動の最終状態は,「収

益」と 「費用」である。

財産が現金,原 材料,中 間製品,

製品といろいろ姿を変えて消費され

た最終状態が費用だ。一方,収 益は

財産の発生の出発点であり, ここか

ら現金になるまで,売 掛金や受取手

形を経由して回収されていく。収益

が費用よりも大きければ差額を 「利

益」と言い,費 用が収益を上回れば

「損失」と言う。出資から費用 (解)

までの途中経過と収益 (解)か ら現

金までの途中経過は,単 なる価値の

交換の過程 と考える。

製造業では,原 料から製品に段階

的に付加価値がついていくが,記 録

の簡便′
性から,会 計上は一般に販売

時までは付加価値の存在を認めてい

ない。このように,販 売時にすべて

の費用と収益を記録するという考え

方を 「実現主義」と呼ぶ。

ラ協声議

マスター登録画面

科ロコード|     |

科目名  |     |

期首残高 |     |

残高   |     |

!許“葦‐
i

雫新弩了テ舟
―・

||:||:||

算数 国語

大田  89  91

れヽ    54   65

武田  58 78

岡崎  78 56

佐 木々 58 66

山下  74 68

(1)テーブル構造
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状態遷移図からアロー図ヘ

状態遷移図を具体的に説明しよう。

ある企業が出資者から100万 円を

現金で受け入れ,そ れを元手に商品

を100万 円分買い,130万 円で売却

し30万 円の利益を得て,そ の後手

形をもらって最後に現金化したとす

る。これを状態遷移図で表すと図 3

(1)の ようになる。

図 3の (2)は (1)を書き換えたも

ので,解 の状態をだ円形で,解 では

ない途中の状態を長方形で示してい

る。この図を著書は 「アロー図Jと

名付けた。長方形のほうが後述の図

7の ように,残 高を記録するには好

都合である。経理体系をこのように

図にしておくと,経 営分析や資金繰

りなどをビジュアルに説明すること

ができ,実 務上も有効だ。

矢線が状態から状態への遷移を表

現している。複式簿記はプラスとマ

イナスの一対の数字で成立する規則

性があるので,ア ロー (有向矢線)

で表現すると,非 常によく理解でき

る。アローは矢線の先端 (終点)を

プラス,始 点をマイナスにする。ア

ロー図のルールを図 4に 示す。

簿記用語を日常用語で理解

複式簿記を理解するためには,専

門の用語をいくつか覚えなければな

らないとしかし,日 常用語に置き換

えれば理解は容易だ。以下に主な用

語を置き換えてみた。左側が複式簿

記の用語である。

借方 :プラス (十)

貸方 :マイナス (一)

資産 :財産

負債 :第二者への義務

図3●状態遷移図とアロー図。アロー図の考え方は状態遷移図を応用したものである

資本金

(1)状態遷移図

資本 :出資者への義務

取引 :企業の行う交換

損益取引 :企業の行う不等価交換。

差額が利益または損失。最終的に

は利益も損失も出資者に帰属する

資本取引 :企業と出資者との交換

もう少し説明しよう。まず,複 式

簿記の 「資産」とは,日 常語でいう

財産のことである。企業にとっては

プラスの状態を意味する。

企業体の財産は最終的に出資者に

帰属する。これを義務と考え, この

出資者への義務の金額を 「資本」と

いう。第二者への義務は 「負債」に

なる。資本も負債もマイナスの状態

である。

アロー図では,資 産,資 本,負 債

はすべて長方形で記述する。なぜな

らば,こ れらはすべて途中経過だか

らである。途中経過の状態で,矢 線

の出入りの結果がプラス残であれば

資産を意味する。マイナス残で出資

者に対するものは資本,マ イナス残

で第二者に対するものは負債を意味

する。

解の状態でマイナスが複式簿記で

いう 「収益」である。これは財産が

増加した状態だ。もうかった場合の

財産増加は一
見,プ ラスの印象を与

えるが,な ぜマイナス符号なのかと

奇異に思うかもしれない。

その理由はこうだ。財産が企業活

動で純増すれば, これは企業の財産

とはいっても最終的には出資者に帰

属する。増えた分だけ出資者に対す

る配当などマイナス要素が同額増加

する。企業体が働いてもうければも

うけるだけ,資 本家への義務が増え

るというわけだ。マルクス経済学で

は,「資本家による搾取」と表現し

ているが,複 式簿記もこの真理を現

している。

解の状態でプラスが,複 式簿記で

いう 「費用」で,財 産が消費された

状態である。財産の減少は一見マイ

図4●アロー図のルール

(1)すべての勘定を長方形 (1  1)で 囲む

(2)た だし1(1)の イ列外として,「 資本 ・損益

取引」の矢線に関する勘定はだ円形

(― )で 囲む

(3)取引に応じて矢線 (― )を ひく。
この場合,矢 線の終点を (十)の 側に,

矢線の始点を (―)の 側に置く

(4)金額を矢線の脇に添える

(2)ア ロー図
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図5●仕訳と勘定。航空機の到着地と出発地を並べて,到 着数をプラスタ出発数をマイナ

スで示したものが仕訳表 (1),(2)ほ それを空港ごとに並べ替えたもの。 (3)は丁の

字形の補助線を入れて読みやすくしたもので,こ れを給勘定元帳と呼ぶ

ナスだが,プ ラス符号になる。これ

も上記と同じ理由で,企 業体が損を

すればするほど,出 資者への潜在的

な配当義務が減るからだ。

取引の組み合わせを整理すると,

次のようになる。

資産 (十)の 増加

資産 (十)の 減少

負債 (―)の 増加

負債 (―)の 減少

資本 (―)の 増加

資本 (一)の 減少

費用 (十)の 増加

費用 (十)の 減少

収益 (一)の 増加

収益 (―)の 減少

東京 (成田)空 港

至い着便

ロスから  +685

シドニーから+193

マニラから +85tl

出鞭

回スヘ   ー 495

シソニーヘ ー189

マニラヘ  385

ロス空港

到着便

東京から   -495

シドニーから 250

出鍋 更

東京へ   巧 85

シドニーヘ セ 50

東京 (成田)空 港

到着数

( 十)

東京  +685

回ス   キ495

月電労く   +193

シドニ~+189

東京  +850

マニラ +385

回ス  +236

シドニ~+266

マニラ +250

シドニー +241

出発数

( ― )

ロス  685

東京 イ 95

シドニー ー193

東京  189

マニラ 850

東京 屯 85

シドニー 236

回ス  266

シドニー 250

マニラ _241

回スから

+685

シ ドニーから

■193

マニラから

+850

ロスヘ

ー495

シ ドニーヘ

ー189

マニフヘ

385

(十)は  (十 )

(―)は  (― )

(十)は  (一 )

(―)は  (十 )

(十)は  (― )

(一)は  (十 )

(十)は  (十 )

(一)ヤま (一)

(十)ヤま (一)

(―)は  (十 )

回ス空港

東京から

+495

シドニーから

+250

東京ヘ

ー685

シドニーヘ

ー250

図60例 題。用吐は5月から営業を開始した。5月中の取引について, 貸借対照表と損益計算書を作成する(情報処理技術者試験第2種の類題)

ン 1,500

ン 企業主から現金5,000万円の出資を受けた

設 建物を購入し,代 金2,000万円を現金で

支払った

額 商品1,200万円をB商店から掛けで仕入れ

た

話 額 の商品を1,500万円でC商品に掛け売り

した

額 商品2,0∞万円をD商店から現金仕入れし

た

額 畿 の商品の半分をE商店へ1,200万円で現

金販売した

話 営業費250万円を現金で支払った

韻 家賃100万円を現金で受け取った

鶉 2, 0 0 0 韓 1,200

ン 5, 0 0 t l

ン
xx年5月1日～xx年5月31日 単 位万円

売上    2,700

売上原価  2,200

売上総利益      500

営業費       250

営業利益     250

受取家賃       400

純利益      350

ン

(1)仕 訳帳

ン
勘定    (+) 0

Eコ廷圭争勿      2,000

□ 現金   2,050

(2)ソ ート済みの仕訳帳     (3)総 勘定元帳

ン lC10

□ 資本金

□ 商品   1,OC10

□ 買推1金

□ 売料金  1,5110

0営 業費  250

0受 取家賃
〇 売上

〇 売上原価 2,200

ン
勘定    (十 )

〇 営業費   250

0受 取家賃

〇 売上

〇 売上原r前 2,200

ン
勘定    (+)

E二]廷奎中勿      2,000

E二]】記金      2,050

回 資本金

E二]だも品      1,000

□ 買l・tl金

□ 売雅卜金  1,500

買推卜金 1,200

資本金 5,000

利益   350

5,000

11200

100

2,700

(→

100

2,700

(→

5,000

1,200

現金

売l.・卜金

商品

建物

2,050

1,500

11000

2,000

6,550

ン等 1, l l a l

事ン 1 , 2 0 0
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毎回試験ごとに全面見直し改訂するアイテック

の年度対応版。情報処理技術者試験オリジナ
ル予想問題と直前1回分の本試験の解答・解

説を収録。標準カリキュラム体系=至1達レベル,

試験概要および効果的な学習方法を掲載。構

成は標準カリキュラムに従い、各部ごとに学習

目標・キーワード・問題を掲載。

A5半」544p定 イ面2,500円

■過去3期分の第二種本試験問題とその解答、

解説を収録。出題者の意図を明確につかめる丁

寧な解説は、毎回試験ごとに絶賛を受けていま

す。第二種受験者必須本。

平成7年春 第二種試験問題/解 答解説

平成7年秋 第二種試験問題/解 答解説

平成8年春 第二種試験問題/解 答解説

A5半J600p定 1面2,500円

■94秋 ～95秋 に出題された情報処理技術者

試験の第一種以上前区分の年前問題を網羅。

第一種カリキュラムに準じてグループ化したユ

ニークな切り口が好評。秋季試験のネットワー

クスベシャリスト、アプリケーションエンジエア、シ

ステムアナリスト、システム監査技術者試験の午

前問題突破のための必携書。

●大手書店で常に上位ランキング入り!
●置注文はお近くの書店を通してお取り寄せください。

高度資格午前対策の決定版
インターネットで合格への近道を1

htp:〃vv index o「jp/へ今すぐアクセス下さい

SEトレーニング研修TBT調 査視察ツアー
1969月

出発ただ今重付中

情報処理技術者教育センター

〒103東京都中央区日本橋本町4‐151タカコービル

TEL.03‐3662‐6861(代)FAX.03‐ 3662‐3899

A5半J500p定 1面31800円

A5半」450p定 価3,800円
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符号の覚え方は,正 負の数のかけ

算と同じである。このプラスとマイ

ナスがアロー図の (十)と (一)に

対応する。

アロー図の見方を変えると仕訳表に

次に,仕 訳と勘定について説明し

よう。これも複式簿記ではよく出て

くる用語だ。

図 2(3)の ネットワーク型デー

タ構造を記述するには,状 態遷移図

のほかに,航 空機の路線ごとに出発

地と到着地を組にして記述する方法

や,空 港ごとに出入りを相手先別に

記述する方法がある。

矢線の始点をマイナス,終 点をプ

ラスとすると,1本 の矢線はプラス

とマイナスの数字の組でも表せる。

これを1行 に記述したものが,図 5

(1)で ある。到着数をプラス,出 発

数をマイナスで示す。

このプラスとマイナスの 1行 分

を 「仕訳」といい,そ の帳簿を 「仕

訳帳」という。アロー図は仕訳帳そ

のものである。前述のように複式簿

記では,プ ラス側を 「借方」,マ イ

ナス側を 「貸方」という。

次に拠点ごとに出入りを記録して

みる。空港ごとに左右に到着地と出

発地を並べて,到 着数をプラス,出

発数をマイナスで示す。これは仕訳

表を拠点ごとに並び替えたものに過

ぎない。ソー ト済みの仕訳表という

わけだ。

これを複式簿記では 「勘定」とい

う。勘定は,丁 の字のような補助線

を入れて読みやすくする場合が多い

(図5(3))。 勘定が集まった帳簿を
「総勘定元帳」という。

貸借対照表や損益報告書も作成可能

アロー図を描ければ,そ こから代

表的な決算書である貸借対照表と損

益報告書も作成できる。決算書はい

わば企業の成績簿であり,経 営分析

の上で重要な資料になる。

貸借対照表はある時点 (例えば1

年の最終日で,これを決算日と言う)

での財政状態を表す。企業はいくら

の資産 (財産)を どういう形態で保

有し,そ のためにいくらの資本 (借

金)が あるかがわかる。英語では,

バランス・シート (B/S)と 言う。
一方,損 益計算書はある期間 (例

えば1年 間)に いくらの売上高を

達成し,そ のためにかかった費用が

どれくらいで,差 し引きいくらの利

益を得たのかを示す報告書である。

英語では,プ ロフィット・アンド・

ロス・ステートメント(P/Llと言う。

アロー図を使えば,貸 借対照表と

損益報告書も容易に作成できる。以

下では,情 報処理技術者試験第 2

種の簿記の類題に挑戦してみよう

(図6)。問題は次のとおり。「A社

は5月かの営業を開始し,5月 中の

取引は①から⑥の内容だった。貸借

対照表と損益計算書を作成せよ」。

①5月 1日 :企業主から現金5000

万円の出資を受けた。

②5月 3日 :建物 を購入 し,代 金

2000万円を現金で支払った。

③5月 5日 :商品 1200万円をB商

店から掛けで仕入れた。

④5月 10日 :③の商品を1500万円

でC商 店に掛け売りした。

⑤5月 15日 :商品2000万円 をD

商店から現金で仕入れた。

⑥5月 20日 :⑤の商品の半分をE
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商店へ1200万円で現金販売した。

②5月 15日 :営業費250万円を現

金で支払った。

③5月 30日 :家賃100万円を現金

で受け取った。

ここで,「掛け仕入れ」は支払い

が後日の仕入れのこと,逆 に 「掛け

売りJは 支払いが後日の売上の意味

である。

まず,① は出資金の現金拠出であ

り,「資産←資本」である。②の現

金での建物の購入は,資 産の等価交

換と解釈するも「資産←資産」に相

当する。③では商品という資産を買

掛金という負債で入手した。「資産

←負債Jに 当たる。買掛金は将来に

現金を支払うと約束した義務である。

④では商品1200万円が減少し,

減少理由が売上原価と解釈する。「費

用←資産」である。売掛金が 1500

万円増えるが,得 の理由は売上行為

によるものである。「資産←収益」に

相当する。⑤は商品を現金と交換し

て入手したわけで,「資産←資産」で

ある。⑥では商品の半分 1000万 円

分が減少し,損 が売上原価である。
「費用←資産」である。②では現金

が営業費 という損で消える。「収益

←資産」に当たる。③では現金が受

取家賃 という得で増えた。「資産←

収益」である。

長方形とだ円形に分けて集計

アロー図を基に,長 方形とだ円形

ごとに差引金額を集計すると,図 6

の左下の表のようになる。この表を

試算表という。参考のために,左 欄

に長方形とだ円形を付加した。

ちなみに試算表におけるプラス

(借方)と マイナス (貸方)の 金額

の合計額は,そ れぞれ 9000万 円に

なる。 このように,左 右の合計が同

額であることを 「貸借均衡の原理J

というが,ア ロー図の長方形は等価

交換を表すから,プ ラスの額 とマイ

ナスの額が一致するのは当然である。

損益計算書は試算表のうち,だ 円

形を抽出したものである。貸借対照

表は,試 算表のうち長方形を抽出し

たものである。実務では,こ のよう

にしてできた損益計算書と貸借対照

表を,法 律や慣行で統
一された様式

に並べ替える (図6の 右下)。

アロー図さえ描ければ,後 は半自

動的に簿記が進むことがわかっても

らえたと思う。実は,コ ンピュータ

の簿記のプログラムはこの仕組みを

図7●期末のア田一図6長方形の中に小粋を右下隅に設け,そ の中に翌朝繰越残高を表示
する

図8●翌期首のアロー図。期首の残高を左上隅に書く,
いく

右下隅の現在残高は以降更新して
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改良したものであることが多い。

まとめると,仕 訳をソートすれば

総勘定元帳,サ マリー ・ソー トすれ

ば試算表を作成できる。さらに,ア

ロー図の長方形の項目だけをサマリ

ー ・ソー トすると貸借対照表,だ 円

形の項目だけをサマリー ・ソートす

れば損益計算書になる。

残高の繰り越しもアロー図で表現

複式簿記の特徴は,期 間を区切っ

て収益計算を行うことである。アロ

ー図の長方形で示される資産や負債9

資本はある特定の時点での状態,つ

まリプラスかマイナスの残高である。

ここで,ア ロー図にちょっとした

工夫を加えることで,残 高の繰 り越

しを記述することができる。長方形

の中に小枠を右下に設け,翌 期の繰

越残高をプラスとマイナスの符号と

ともに表示するのである (図7)。

だ円形の勘定については,繰 越金額

は常にゼロになるので,特 に必要が

ない限りは記入しない。

例 として,図 7の 左上の 「商品」

の長方形について見てみよう。右下

の小枠の差引残高はアローの出入 り

で 1000万円 (=③ 十⑤―④一⑥)

である。

さらに,翌 期首への繰り越しも記

述できる。期が変わり,次 の会計年

度での残高状態を左上の枠内に示す

方法をとる。翌期の期首のアロー図

は図8の ようになる。右下の現在

残高は順次更新していく。「商品」を

例にとれば,(期末残高)=(期 首残

高 :1000万円)土 (当期取引)に なる。
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